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令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
、
６
月
５
日

（
水
曜
日
）午
前
10
時
か
ら
市
原
市
市
民
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
出
譲
治
市
原
市
長
を
は
じ

め
、高
齢
者
支
援
課
の
職
員
を
お
迎
え
し
、

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

出
席
会
員
29
名
、
委
任
状
又
は
議
決

権
行
使
書
の
提
出
361
名
に
よ
り
、「
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
の
承
認
に
つ

い
て
」を
審
議
す
る
と
と
も
に
監
査
報
告

を
受
け
、
賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
令
和
５
年
度
収
支
補
正
予
算
」、

「
令
和
５
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和
６
年

度
事
業
計
画
」、「
令
和
６
年
度
収
支
予
算
」

の
４
件
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
、

８
名
の
会
員
に
表
彰
状
を
授
与
し
、
当
日

欠
席
し
た
16
名
の
表
彰
者
に
は
、
後
日
直

接
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

表彰者 （敬称略）
会員表彰  ２４名
　会員として、センター事業の発展に寄与し、令和6年4月1日を基準に満80歳を迎えた方々
です。

斉藤　一男（松ケ島）　　　高橋　文夫（青葉台）　　　　井上　　武（姉崎）
中村　　勇（大厩）　　　　後藤冨美代（姉崎）　　　　　木藤　　保（古都辺）
黒木　　功（上高根）　　　前田　　武（椎津）　　　　　宮島十四二（青柳）
内山　　朗（五井中央西）　佐久間マサコ（五井中央東）　西川　久明（五井西）
南　　常人（江子田）　　　大友　政義（若宮）　　　　　小林　勇夫（五所）
須川キヨ子（馬立）　　　　内藤　　稔（姉崎）　　　　　國吉　　守（五井西）
田邊　廣恵（海士有木）　　齋藤　敏雄（片又木） 　　佐々木京子（西五所）
後藤　　樹（東五所）　　　折笠　孝子（平田） 　　大橋　三郎（姉崎）

皆さんおめでとうございます‼

上段左側より　事務局次長　事務局長　井上理事　和須津理事　
　　　　　　　安藤監事　原田監事
下段左側より　井原理事　今井理事　中村副会長　山田会長
　　　　　　　高木理事　永野理事　（欠席　渡部理事）

令和６年度 理事・監事のご紹介

よろしくお願いいたします‼

会長・副会長を囲んで表彰者の皆さん会長・副会長を囲んで表彰者の皆さん

（編集・発行）
公益社団法人　市原市シルバー人材センター

広報委員会
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会長挨拶 会長　山田　保

　令和６年度定時総会の開催にあた
りまして、一言ご挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、平素より当セン
ターの事業運営にご理解ご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。
　本日は、公務が大変お忙しい中、

小出市長、高齢者支援課から小旗課長、田中係長にご臨
席を賜り、誠にありがとうございます。また、日ごろか
ら当センターへのご理解とご支援をいただき、深く感謝
申し上げます
　現在、全国のシルバー人材センターは、１，３４１団
体で会員数は６７６，７６５人となっておりますが、令
和元年に発生し世界中に広まった新型コロナウイルス感
染症や企業の雇用延長等の影響を受け、仕事の減少・会
員の減少等、厳しい状況が続いております。
　そのような中ではありますが、当センターでは、会員
及び職員が一丸となり、さらには市原市をはじめ、関係
機関のご理解とご支援をいただき、順調に事業実績を伸
ばすことができましたことに大変感謝しております。
　今、わが国では団塊の世代が７５歳を迎える２０２５

年問題に差し掛かろうとしており、国民の３人に一人が
６５歳以上、５人に一人が７５歳以上となります。
　このような時代を迎え、シルバー人材センターが地域
の担い手として活躍することへの社会的需要は益々高
まっております。
　会員の皆さんは、シルバー人材センターに入会し、地
域の方から依頼を受けて仕事をして、「大変きれいにな
りました」等の感謝の言葉をいただくことで、仕事への
やりがいを実感できていると思います。
　昨年、熱中症警報で「高齢者は不要な外出を避け部屋
を涼しくして過ごしましょう」との放送が連日流れてい
ましたが、会員の皆さんは、気温４０度を超えるような
現場環境の中で精力的に作業をされていました。今年も
そのような環境になると思われますので、のどが渇く前
に水を飲む、早めに休憩をとる等、自身の体の状態と一
緒に作業している人の様子を見ながら、無理をしないよ
うに就業していただければと思います。
　また、事業運営につきましては、会員の方々が安心し
て働けるように役員・職員一丸となって取組みますので、
皆様のご協力をお願いいたします。
　終わりになりますが、皆様のご健勝とご多幸を祈念い
たしまして、開会のご挨拶といたします。

市長挨拶 市原市長　小出　譲治

　皆さん、こんにちは。市原市長の
小出譲治です。
　令和６年度「市原市シルバー人材
センター定時総会」の開催にあたり
まして、一言ご挨拶を申し上げます。
　山田会長をはじめ、市原市シルバー

人材センターの皆様におかれましては、日頃より、市政
の推進に深いご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上
げます。
　また、空き家等の適切な管理や、学校施設での植木剪
定・除草ボランティアの実施など、市民の皆様の暮らし
を支える幅広い事業を積極的に展開していただき、心よ
り感謝を申し上げます。
　さて、現在、市原市民の約３人に一人が６５歳以上で
あり、2050年には、市民のおよそ５人に二人が高齢者
になられると推計されております。
　また、先程、山田会長のお話にもありましたとおり、
来年が2025年問題と言われる団塊の世代の方々が後期
高齢者になられる年であります。市原市は、京葉コンビ
ナートとともに成長してきた街でございますので、どこ
の自治体よりもその影響が大きいと言われておりますが、

ひるがえって考えますと、それだけ経験豊富な皆様が市
原市にお住まいだという事であり、当市にとりましては
大きな武器であり財産であると、常に前向きにとらえて
いる所であります。
　このような中、市では、市民の皆様の健康増進に向け
た様々な取組を展開しており、健康寿命は、今後ますま
す延びていくものと大いに期待しております。
　人生１００年時代、私は全ての市民の皆様がこのまち
で自分らしく生き生きと暮らし、つながり、支え合い、
喜びの連鎖と小さな幸せが広がり続ける、そんな市原の
未来の姿をみんなで思い描き、実現してまいります。
　この実現には、シルバー人材センターの皆様が「いく
つになっても現役」との思いのもと、これまで培ってこ
られた豊富な知識や高い技術を最大限に活かされて、地
域活動やまちづくりにおいてご活躍いただき、他の高齢
者の方々の社会参加と生きがいを増進していただくこと
が必要です。
　シルバー人材センターの皆様におかれましては、今後
とも一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本日の定時総会の開催にご尽力をいただきま
した、関係者の皆様に改めて感謝申し上げますとともに、
ご列席の皆様の益々のご健勝とご多幸を心より祈念申し
あげまして、ご挨拶とさせていただきます。
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植木・除草ボランティアを実施しました！植木・除草ボランティアを実施しました！
　令和６年３月28日、市原市立三和中学校において、セ
ンターの植木班と除草班の会員３1名による剪定・除草ボ
ランティアを行いました。
　井上世話人と今井世話人を中心に事前に入念な打合せを
行い、いよいよ当日。お天気にも恵まれ、早朝から、剪定、
伐採、草刈り、片付け等、手際よく作業を進め、日頃の腕
前を存分に発揮していただきました！校門や校舎の周りを
中心に、さっぱりと綺麗になり、市原市役所、市原市教育
委員会、中学校の先生方から、感謝の言葉をいただきました。
　参加していただいた会員の皆さん、大変お疲れさまでし
た。ご尽力有難うございました。

井上（植木班世話人），今井（除草班世話人）, 山田（会長）,
高澤 , 渡辺（義）, 國吉（守）, 神薗 , 霜崎 , 廣瀬 , 北島 , 嶋田 ,
高浦（芳）, 杉本 , 向田 , 加藤 , 木村 , 渡邊（実）, 山本 , 小原 ,
滝口 , 福原 , 森山 , 木藤 , 高浦（重）, 田代 , 国吉（昭）, 松前 ,
安藤 , 菅野 , 白鳥 , 鈴木　 順不同

作業前作業前

作業後作業後



令和６年度講習会予定
　
　センターでは、就業に必要な様々な技能講習会等を開催
しています。詳細については、ホームページで随時お知ら
せするほか、ショートメッセージ等で参加者を募集します
ので、皆さん奮ってご参加下さい。

№ 講習会名 予定 受講者

1 障子・網戸の張替え講習会 令和６年８月22日実施済 市民対象（会員含む）

2  交通安全講習会 令和６年10月予定 希望会員

3  草刈機安全講習会 令和６年11月予定 除草班員他希望会員

4  草刈機安全講習会 令和６年12月予定 除草班員他希望会員

5  接遇講習会【千シ連】 令和６年12月5日 令和６年度入会者他

6 草刈機安全講習会 ( 資格取得 ) 令和7年２月予定 除草班員他希望会員

7  太巻き寿司講習会 令和７年２月予定 女性会員

8  襖の張替え講習会 令和７年２月予定 市民対象（会員含む） 

9  AED 救命講習会 令和７年２月予定 希望会員
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～職員のご紹介～
次長
早川　喜也

　要望内容としては、シルバー人材センターは、「自主・自立、

共働・共助」の理念のもと、高齢者に地域に密着した就業機会

を提供することで、地域社会の発展と就業意欲のある高齢者の

受け皿としての役割を果たしていく決意であり、令和７年度の

事業の推進のために必要な補助金の確保及び公共からの事業発

注の確保をお願いしました。また、フリーランス法の施行に伴

う契約方法の見直しに関し、シルバー人材センタ－が安定的な

運営が可能となるよう、契約事務における適切な対応を強く要

望いたしました。

市長へシルバー人材センターへの支援をお願いしました市長へシルバー人材センターへの支援をお願いしました‼‼

令和６年７月 26 日 （金）、山田会長、中村副会長、平塚局長、早川次長が市原市役所を訪問し、小出市長に「地

域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支援の要望書」を提出しました。

この要望書は、令和６年度 （公社）全国シルバー人材センター事業協会定時総会で採択されたもので、都道府県、

市区町村等にシルバー人材センターへの支援要請をお願いするものです。

「愚公移山」の気持ちで仕事に向き合い、少しでも
会員の皆さんのお役にたてるよう頑張りますので、
どうぞよろしくお願いします。



市原市シルバー人材センター会報 令和６年９月１日発行（第52号）

5/8

事故のない「安全・安心なシルバー事業」への取組み事故のない「安全・安心なシルバー事業」への取組み

〇安全・適正就業委員会の活動〇安全・適正就業委員会の活動

　令和５年度の事故発生件数は１８件（傷害：８件、賠償：７件、交通事故：３件）で、前年度より３件増加し
ました。令和６年度については、第一四半期で既に８件（傷害：５件、賠償：３件）の事故が発生しています。
　事故を減らすためには、会員一人ひとりが事故を「他人ごと」ではなく「自分ごと」として認識し、安全意識
を高めることが重要です。
　そこで、直近３年間（令和３年度～令和５年度）の事故発生状況をまとめましたので、事故の傾向を踏まえ、「安
全就業基準」等を遵守し安全就業の徹底をお願いします。

・委員会の開催
　令和６年度は３回の開催を予定し、７月１９日の第
１回安全・適正就業委員会では、令和５年度に発生し
た当センター及び千葉県全体の事故状況を共有すると
ともに、令和６年度の活動計画等について話し合いま
した。
　近年、蜂刺されによる傷害事故が急増していること
や刈払機による賠償事故が減らないことなどへの対策
について意見交換を行いました。

・安全パトロール
　令和６年度は安全パトロール（6回）、特別安全パト
ロール（２回）を予定しています。推進委員がチェッ
クリストに基づき会員の就業状況を点検・指導し、結
果を理事会や委員会に報告します。
　会員は、常に安全・適正就業を心掛け、委員がパト
ロールで伺った際には、事故防止に向けてのご意見や
ご要望等についてお聞かせください。



会員が「Smile  to Smile」 
で確認できること

（令和６年９月現在）

・就業依頼
・就業情報
・就業条件明示書
・配分金明細書
・センターからの
　お知らせ
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フリーランス法が施行されます！

○フリーランス法の施行に伴う会員への就
業条件の明示について、来所による手渡
しや郵送等では、時間や費用など事務負
担がかかり非効率です。そのため、全国
のシルバー人材センターで、会員専用
ウェブサイト「Smile to Smile」による、
就業条件のデジタル明示を進めていま
す。

○今年４月に実施した「会員デジタル機器
利用状況調査」にご協力いただき有難う
ございました。調査結果にもとづいて、
現在、センターのデジタル化を進めて
いるところです。今後もセンターでは、

「Smile to Smile」の登録支援を行ってま
いりますので、引き続きご協力をお願い
します。

　令和６年１１月１日に、いわゆる「フリーラン
ス法」（「特定受託事業者に係る取引の適正化に関
する法律」）が施行されます。
　シルバー人材センターの会員は、請負・委任の
形態で就業する契約においては「フリーランス」
とみなされます。このため、今後は原則として、
就業を予定する会員に対して、業務の内容や報酬
の額などをお示し（口頭説明を含む）します。

　その上で、当該業務を引き受けるかどうか判断
いただき、同意いただくことになります。
　実務面では現在と基本的に変わるところはあり
ませんが、発注者が事業者の場合は、業務内容や
報酬の額などを記載した「会員就業条件明示書」
を電磁的方法または書面により明示することとな
ります。 　

会員専用 WEB サイト
「Smile to Smile」に登録してみよう！

Smile  to  Smile
ログインマニュアル動画→
URL:https://nsis.ageless80.jp/
public/seminar/view/2840

フリーランス法とは？
組織に属さず個人で働くフリーランスの労働環境を保護することを

目的とする法律です。働き方の多様化の進展に鑑み、個人が事業者

として受託した業務に安定的に従事することができる環境を整備す

るため、新たに制定された法律です。

Smile  to  Smile 
　　　ログインはこちら→
URL:https://www.s22s.jp/



 営業グループ４名（蔭山､ 和須津､ 松嶋､ 髙橋）　【携帯】070-1687-9209・070-1687-9216
 お仕事の事なら何でもご相談ください。連絡お待ちしています‼（平日９時から16時）

江東運送株式会社（清掃）張替公枝会員

就業風景
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株式会社レント　姉ヶ崎営業所
　産業機械や車輌の総合レンタル会社の ( 株 ) レント
姉ヶ崎営業所を訪問しました。ここで就業しているの
は矢部隆雄会員と竹俣勝之会員の２名で各種機械の清
掃・点検作業を派遣事業で行っています。
　会社が取り扱う産業機械は多岐にわたりますが、２
人が担当する主なものは発電機・照明器具・ポンプ類
などのほか付属するコード類です。それぞれ大きさや
形状が異なるものが多く点検内容が違ってくることも
あります。
　就業したのは矢部会員が令和４年12月、竹俣会員
が令和５年１月で２人ともほぼ同じ時期ですが、最初
のころは１人ずつ別々の曜日で作業していました。し
かしながら、大型機械などの点検は１人では作業が大
変なため会社に２人で作業ができるように変更してい
ただきました。
　２人で作業するようになると機械の狭いところの汚
れが取れないと矢部会員が竹俣会員に声をかけると対
応策を提案してくれて解決したこともありました。こ
のように作業のやり方について相談したり、お
互いが協力し合うことでうまく連携が取れるよ
うになりました。
　２人作業により作業効率が向上したことをお
互い実感し、作業中は大変なところもあります
が、仕事をしていることが楽しくやりがいを感
じ、出来ないところをどうしたら出来るように
なるかを考えることが楽しいと声をそろえ、ま
た、従業員の方と話をすることも楽しいと話し
ていました。

　会社の方からは「２人とも良くやっていただいてい
ます。これからも続けていってほしい。」と期待されて
います。
　２人の息の合った小さな創意工夫はまだまだ続きま
す。

　張替会員は、江東運送株式会社で事務所の清掃作業を
行っています。
　週２回、１回２時間の就業で、初めてから約１年がたち
ます。定期的に仕事をしていると、日々の生活に張りあい
が出て仕事に対する意識も変化してきたそうです。
　就業中は事務所の机に置いてある書類等は触らないこと
や、掃除機を使用する時間などに注意しているとのこと。
　また、今年の夏の暑さは大変ですが、日頃から熱中症に
気をつけながら体調管理を行っているそうです。
　仕事が休みの日は映画鑑賞や簡単な体操を行い、気分を
リフレッシュさせているそうです。
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編 集 後 記編 集 後 記
記録的な猛暑が続いている中、お仕事をされている会員
の皆さんには事務局一同、とても感謝しております。
しかしながら無理は禁物です。
体調不良の際は、無理をせず就業を取りやめるなどの判
断も時として必要ですので、自己判断だけでなく、ご家
族のご意見も聞いて就業して頂きたいと思います。
� 広報委員会

8月分 9月25日 (水)
9月分 10月25日 (金)
10月分 11月25日 (月)
11月分 12月25日 (水)
12月分 令和7年1月27日 (月)
1月分 令和7年2月25日 (火)
2月分 令和7年3月25日 (火)
3月分 令和7年4月25日 (金)

令和6年度 令和5年度

会�員�数
（人）

男 430 483
女 113 110
合計 543 593

就業実人員（人） 414 416
就�業�率（%） 76.2 70.1

受注件数
（件）

公共 27 27
民間 1,365 1,354

契�約�金�額（千円） 113,980 115,469

※�９月１２日 (木)
９月２４日 (火)

※�１０月１７日 (木)
１０月２１日 (月)

������※�１１月１４日 (木)
���１１月２１日 (木)
��１２月２３日 (月)

��令和７年１月２１日 (火)
  令和７年２月２１日 (金)

  令和７年３月２１日 (金)

　配分金支払日　 　事業実施状況報告（７月末現在）　

　会員入会説明会　

▼毎月の配分金明細書は、配分金支払日前に届くよう
　郵送していますのでご確認ください。

▼会員入会説明会は、姉崎のセンター会議室で行います。　
※印は下記参照

　午前９時３０分開始で約１時間程かかります。その後
に、入会申込手続き(約１時間)を行います。

　入会申込書に記入、就業面談を行います。
　【年会費4,000円と顔写真2枚(2㎝×3.5㎝ )が必要です。】
 　（初年度のみ年会費を四半期ごとに設定）
▼説明会から手続きまで行いますと、午前中いっぱいか

かりますので、時間に余裕を持って、お越しください。
▼ ※印はお出かけ入会説明会です。

９月12日(木) 南総公民館 会議室
10月17日(木) 八幡公民館 研修室
11月17日(木) 市津公民館 研修室
 受付開始13時30分、14時から開始いたします。
センターで行う入会説明会と同様の説明会ですので、
お時間に余裕を持ってお越しください。

事務所の和室を開放します‼

熱中症に気をつけましょう‼

　会員の皆さんの交流の場と
して、事務所の和室を開放し
ます！
　平日、センターの営業時間
にご利用可能です。
　ミーティングやおしゃべり
の場所としてご活用下さい。

　年々、夏の暑さが厳しく、長
く続いている状況です。
　60歳以上の高齢者 (75歳以上 )
が熱中症にかかると若い世代と
比べて重症化する割合が高くな
るとの事。一般的に高齢者は若
い世代と比べて体内水分量が10％ほど少ないそうで
す。
　体内に保存できる水分量か少ないため、こまめな水
分補給が必要となります。
　寝苦しくて十分な睡眠がとれなかったり、食事をと
らないことも体調不良で倒れてしまう原因となります
ので、十分休養と栄養を取るよう心がけましょう。
　水分の補給とともに、発汗で失われた塩分の補給も
行いましょう。
　適度な水分や塩分の摂取は、熱中症対策だけではな
く、脳梗塞、心筋梗塞、脳血栓などの様々な病気への
対策となります。
　体調に気をつけて、猛暑を乗り切りましょう。
　センターでは、発注者様に向け、ホームページに夏
場の屋外作業について掲載するとともに、会員の皆さ
んにも SMSで緊急連絡をし、熱中症の注意喚起を行っ
ています。
　体調不良の方が増えていますので、すべての作業に
おいて無理をしないようお願いいたします。


